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人間は、ヒトの生物学的特性である生得的能力としての「コンピテンス＝人と関わりながら瞬時に学習していく能力」を基盤に、
生誕直後から他者との共同（協働）活動を通して知的、社会的、情動的発達を遂げていく存在であるといわれます。他者との関
わりは社会（異なる人々、集団）との関わりへと発展し、学習内容も変化してくることが発達段階を形づくることになりますし、人
は、他者・社会と関わり続けるかぎり変化し続け、生涯発達へとつながることになるのです。そして、胎児期～幼児期は、生涯発達
のなかでも、自力発達の基盤づくりの段階で、周囲の人 と々の関わりを活用して自力発達を発揮する体験を行う時期なのです。
　ここでは、以上のような発達の原理および生涯発達の過程における胎児期～幼児期の占める位置づけ、その発達の様相に
ついて総括的に解説するとともに、発達の個人差が生起する理由や発達障害児への対処を含む、支援の3モデルといった発達
支援の原理についても言及します。

発達の基盤づくりと支援の原理1

　受精後23週1日の胎児も微笑することが明らかになりました。4次元超音波装置の誕生で胎児の生活ぶりが、目に見えるよう
になったからです。それに伴って胎児の様々な能力も分かってきています。新生児の心理も魅力にあふれています。赤ちゃんは、
なぜあんなに“かわいい”のでしょうか？ヒトの赤ちゃんの特徴は何なのでしょうか。胎児が微笑しているということは、もう情動がある
ということなのでしょうか？脳はどのように発達するのでしょうか。胎教ってありうるのでしょうか。微笑といっても奥が深く、脳はさらに
未知の部分だらけです。どのようなことが解明されているのか知ることは重要ですが、誤って理解されていることもまた少なくありま
せん。胎児の脳はまだまだ未発達です。胎児が学習する、というように胎教をとらえているのなら、その可能性は高くないでしょう。
　ここでは、具体的な映像やデータに基づきながら、胎児・新生児の心理学的世界を解説していきます。さあ、胎児・新生児の
世界へ。

胎児・新生児の心の世界2

　医学・生理学の目覚ましい進歩は、胎児の世界にも例外なく及んでいます。本来は安全で健康な出産のために胎児の発育状
態を知ることを目的に行われてきた種々の検査ですが、これらの科学技術の進展は、今や子どもは“授かるもの”から“つくるもの”
という意識を益々強め、“思い通りの子どもを産む”という指向は、今後更に強まっていくのではないかと思われます。このような社
会風潮の中で子を産み育てなければならない親は、様々なストレスに晒されています。親も健康な子どもを産むことにできる限りの
注意・努力をすべきですが、それと同時に周りも出産後の子育てを孤立させず、社会全体でなすべき「大切な仕事」と捉える発想
を持ちたいものです。そうすれば子どもに限らず、一人ひとりの生命をかけがえのないものと考える成熟した社会に近づいていくこ
とでしょう。
　ここでは、胎児期・新生児期における支援として、母親の生活のありかたや胎教の誤解など、現状を踏まえて解説します。

胎児・新生児の育ちを見守る支援3

　豊かな生得的能力（コンピテンス）を持って子どもは誕生します。外界に組織的な視覚的探索を能動的に行い、特に社会的刺
激への志向性が目立ちます。大人の表情を模倣する共鳴動作を示し、大人の発声に同調して運動するのです。そして生得的な
個性の違いを持って生まれます。乳児期では、このコンピテンスが物的環境、社会的環境に積極的に差し向けられ、養育者との
基本的信頼感の形成、そしてそのモノがなくても頭に思い描く表象能力の獲得として、つぎの幼児期への準備がなされるのです。
　ここでは、まず「～すれば～なる」という「随伴性探知能力」が、物的環境に差し向けられ、どのように知的能力が構成されてい
くか、ピアジェ理論に基づいて跡づけます。また、その能力が社会的環境に差し向けられ、第1次相互主観性として養育者との間
に情緒的絆が形成され、生後9ヵ月頃からモノに養育者とともに共同注意を向け、新たな第2次相互主観性、三項関係が成立し
ていくことの意義をトマセロの文化学習論に基づいて考えます。

乳児の発達とコンピテンスの発揮4

　新生児期が終わりを迎える生後2か月頃、赤ちゃんの情動や認知は劇的に変化し、新たな発達段階を迎えます。母親（養育
者）との出会いを促すように昼間に機嫌よく目覚める時間が増え、母親への微笑や発声が活発化し、物に手を伸ばして操作する
など、外界との豊かな交流が始まります。一見すると無力に見える赤ちゃんは、外界との交流を能動的に作りだし、人や物の世界
を人間らしい心で理解できる有能な存在です。そして、そうした有能性を発揮するためには、他者との情動的な結びつきが不可欠
であることが知られています。「大切なあなたがいてくれて嬉しい」というメッセージを伝える母親のまなざしと振る舞いは、赤ちゃん
に安心感をあたえ、外界への探求欲求を育むがゆえに、赤ちゃんの心身の発達を支援する最も重要な働きをするものです。
　ここでは、乳児－物－人との関係を二項関係から三項関係への発達として捉え、乳児が人や物と関わる体験過程の変化を紹
介しながら、母親（養育者）の行動には乳児の発達を支援する様々な仕組みが備わっていることを解説します。

乳児の発達を支える母親のまなざし5

　乳幼児は一見幼く、頼りなげに見えます。しかし、幼くても、素晴
らしい能力と人格を持った存在なのです。乳幼児は生誕直後か
ら、他者とのやりとりを通して様々なことを学習するとともに、積極
的に自己発信することを通して自立への歩みを続けています。こ
のような子どもたちの成長・発達には、周りの人 と々の真摯な関わ
りを通して他者との間に心の絆を紡いでいく力と、そうした社会
的交流のなかで自ら積極的に学んでいく力とからなる先天的能
力「育つ力」の発揮が中核となります。しかしその発揮は他者と
の関わりを通して初めて実現されるため、他者の持つ発達支援
力「育てる力」との、葛藤をも伴う調整・調和の過程が必須となりま
す。まさに“支援なくして発達なし！”です。逆に「育つ力」を無視し

た支援も“百害あって一利なし！”なのです。発達障害児への支援
もこの視点の欠落は致命的です。こうした「育つ力」と「育てる
力」との葛藤・調和の連鎖によって、子どもの生活世界の拡大・深
化、その結果としての発達段階の形成、ひいては生涯にわたって
発達し続ける生涯発達の過程が生じてくるのです。
　現代心理学「発達と支援 胎児期～幼児期」は、乳幼児期とい
う子どもたちが生涯発達の基盤づくりを達成する重要な時期の
発達のダイナミズムについて、その特徴や様相を検証、解説する
映像教材です。最先端の知見を実験や再現シーン、図表やグラフ
を用いて分かりやすく示し、児童期以降の人生に大きな影響を及
ぼす乳幼児の心理的発達に迫ります。

　幼児期の認知発達について知るうえでは、認知の仕組みの発達とその仕組みを使いこなす行動の発達とを分けて考える必
要があります。例えば記憶について考えてみますと、短期記憶や長期記憶といった基本的な構造、およびその機能については、
幼児期後期には、大人とほとんど変わらない状態になると考えられますが、一方で、それを使って実際にものを覚えようとすると、ま
だまだ大人のようにはうまくできません。きちんと覚えることができたのかどうか自分で把握することや、覚えるためにはどういうやり
方で取り組めばうまくいくのかなど、メタレベルの認知が十分機能していないためです。つまり、人間の認知的行動は、それを支え
る認知的機構の発達のみによるのではなく、それをうまく働かせる知識や技能の獲得が必要となるのです。このあたりのアンバラ
ンスが幼児期の行動を理解するうえで重要と考えられますし、行動観察をしていて面白く感じられるところでもあります。
　ここでは、表象、記憶、概念の発達などについて、このような観点から見ていきます。

幼児の認知発達と自己コントロール6

　幼児期は、母親、父親、きょうだいなどの家族関係を超えて、仲間関係や保育所・幼稚園などでの保育者との関係など、対人
関係が広がりを見せる時期です。その対人関係の中でコミュニケーションスキルが身に付き、様々な関わりや遊びの経験を重ね
ることで、社会の中で生きていくために必要な基本的な社会性や情動が発達していきます。さらに、親しい他者との関わりを通し
て、子どもは自分自身を見つめ、自己意識や自分の行動を統制するための能力が発達していきます。その際、子どもは社会的な
経験を一方的に受け止めるだけの存在ではなく、自分自身が社会的な経験をつくり出す担い手にもなっています。
　ここでは、幼児期の子どもが周囲の人と関係を広げていく様子に焦点を当てながら、他者との関わりが遊び、自己意識の発達
にどのようにつながっていくのかを見ていきます。また、自己統制能力が幼児期にどのように形成されていくのかについて、言語能
力や認知能力の発達とも連動させながら具体的に取り上げていきます。

幼児の社会性の発達と人間関係のひろがり7

　幼児期は、家庭や園、近隣などの場面のなかで様々な他者と出会い、認知面や社会面などの経験を広げていく時期といえ
ます。
　ここでは、そうした他者とのコミュニケーションを媒介する言語の発達を見ていきます。言語獲得の理論、言語発達過程、言語
の機能としてコミュニケーションと思考について概説するとともに、子どもが言語を獲得する際に、養育者をはじめとする周囲の他
者がどのような支援を提供するかについても触れます。さらに、幼児期の子どもを取り巻く他者が、子どもにどのようなコミュニケー
ション環境を提供しているか、また子どもはことばを媒介にしてそれぞれの生活場面にどのように参加し他者との相互行為を重ね
ながら、周囲の世界の理解と関係づくりをしていくかについて日常の具体的な事例を挙げ、そこから子どもの発達にことばの果た
す役割について考察します。

幼児の言語発達とコミュニケーションの深化8

　就学前保育施設（保育所・幼稚園）において、子どもは周囲の環境（人・物・場・空間）に主体的に関わりながら様々なことを学
んでいきます。その学びを通して子どもの発達を支援するために、保育者は日々子どもの姿を記録し、保育のねらい（目標）を設定
し、子どもの生活環境、遊び環境を構成します。そして、子どもの自己選択・自己決定の機会を十分に保障しながら、子どもの活動
を援助します。さらに、1日の保育が終了後、保育者は今日の子どもの姿や環境構成などについて振り返り、保育者同士が意見
交換をしながら明日の保育に向けて、計画を練ります。
　ここでは、ある保育所の保育の様子を通して、「子どもの主体的活動を保育者が援助するとは具体的にはどのようなことなの
か」について、“子どもが集中して遊べる環境”“保育者の願いが込められた環境”“人的環境としての保育者”“「遊びを援助する」
ということ”“保育におけるねらいと評価”、の5つの視点から紹介していきます。

乳幼児期の保育実践の原理と展開9

　一対一だと問題はないのですが、集団の場では目立ってしまう子、誰でもわかるようなことが理解できず保育の場で混乱してし
まう子、落ち着きがなく集中できない子、などの中に発達障害児が含まれる可能性があります。発達障害児は知的障害がないた
めに、集団生活でみられるような様々な不適応が、わがままとか、しつけが悪いとか受け取られることが多く、そのため問題が複雑
化する場合があります。また、落ち着きのなさやこだわりが、子どもが育ってくる中での発達の問題から出てくる行動であることを見
過ごしてしまうことがあります。初めて集団生活を過ごす、幼稚園や保育所は発達障害児の支援の入り口にあります。知的な遅
れはなくとも、その子どもが、周りの世界をどのように理解し、どのように感じ取っているのか、を知ることは支援の第一歩です。
　ここでは、乳幼児期の発達障害児の特性に合わせて、遊びや生活を通した支援はどのようになされるべきか、発達障害への
理解と適切な支援のあり方を考えていきます。

乳幼児期の発達障害とその支援10

　人間はどのように発達していくのでしょうか。発達を研究することは人の成長を知
ることであり、心を理解することです。特に、子どもの発達には人の成長の興味深い
特徴や面白さを見ることができます。子どもは、周囲の様々な支援のもとで発達を成
就し、真の自立と生きる力を獲得していきます。中でも、胎児期から乳幼児期までの発
達とその支援は、後の発達に大きな影響を及ぼすことから重要といえます。
　本作品は、生涯発達過程に於ける胎児期から幼児期までの発達の様相や特徴、
支援の原理やあり方について最新の知見に基づいて解説する映像教材です。

発達と支援 胎児期～幼児期 「育つ力」と「育てる力」の調和を求めて　　　　田島信元 （白百合女子大学教授）

●監修：田島信元 （白百合女子大学教授）
●時間：各巻 約30分
●価格：各巻 63,000円 （本体60,000円）

田島信元 （白百合女子大学） 600V051S 

川上清文 （聖心女子大学） 600V052S 

高井清子 （日本女子大学） 600V053S 

矢澤圭介 （立正大学） 600V054S 

大藪 泰 （早稲田大学） 600V055S 

宮下孝広 （白百合女子大学） 600V056S 

園田菜摘 （横浜国立大学） 600V057S 

上村佳世子 （文京学院大学） 600V058S 

髙橋貴志 （白百合女子大学） 600V059S 

秦野悦子 （白百合女子大学） 600V060S 
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個性の違いを持って生まれます。乳児期では、このコンピテンスが物的環境、社会的環境に積極的に差し向けられ、養育者との
基本的信頼感の形成、そしてそのモノがなくても頭に思い描く表象能力の獲得として、つぎの幼児期への準備がなされるのです。
　ここでは、まず「～すれば～なる」という「随伴性探知能力」が、物的環境に差し向けられ、どのように知的能力が構成されてい
くか、ピアジェ理論に基づいて跡づけます。また、その能力が社会的環境に差し向けられ、第1次相互主観性として養育者との間
に情緒的絆が形成され、生後9ヵ月頃からモノに養育者とともに共同注意を向け、新たな第2次相互主観性、三項関係が成立し
ていくことの意義をトマセロの文化学習論に基づいて考えます。

乳児の発達とコンピテンスの発揮4

　新生児期が終わりを迎える生後2か月頃、赤ちゃんの情動や認知は劇的に変化し、新たな発達段階を迎えます。母親（養育
者）との出会いを促すように昼間に機嫌よく目覚める時間が増え、母親への微笑や発声が活発化し、物に手を伸ばして操作する
など、外界との豊かな交流が始まります。一見すると無力に見える赤ちゃんは、外界との交流を能動的に作りだし、人や物の世界
を人間らしい心で理解できる有能な存在です。そして、そうした有能性を発揮するためには、他者との情動的な結びつきが不可欠
であることが知られています。「大切なあなたがいてくれて嬉しい」というメッセージを伝える母親のまなざしと振る舞いは、赤ちゃん
に安心感をあたえ、外界への探求欲求を育むがゆえに、赤ちゃんの心身の発達を支援する最も重要な働きをするものです。
　ここでは、乳児－物－人との関係を二項関係から三項関係への発達として捉え、乳児が人や物と関わる体験過程の変化を紹
介しながら、母親（養育者）の行動には乳児の発達を支援する様々な仕組みが備わっていることを解説します。

乳児の発達を支える母親のまなざし5

　乳幼児は一見幼く、頼りなげに見えます。しかし、幼くても、素晴
らしい能力と人格を持った存在なのです。乳幼児は生誕直後か
ら、他者とのやりとりを通して様々なことを学習するとともに、積極
的に自己発信することを通して自立への歩みを続けています。こ
のような子どもたちの成長・発達には、周りの人 と々の真摯な関わ
りを通して他者との間に心の絆を紡いでいく力と、そうした社会
的交流のなかで自ら積極的に学んでいく力とからなる先天的能
力「育つ力」の発揮が中核となります。しかしその発揮は他者と
の関わりを通して初めて実現されるため、他者の持つ発達支援
力「育てる力」との、葛藤をも伴う調整・調和の過程が必須となりま
す。まさに“支援なくして発達なし！”です。逆に「育つ力」を無視し

た支援も“百害あって一利なし！”なのです。発達障害児への支援
もこの視点の欠落は致命的です。こうした「育つ力」と「育てる
力」との葛藤・調和の連鎖によって、子どもの生活世界の拡大・深
化、その結果としての発達段階の形成、ひいては生涯にわたって
発達し続ける生涯発達の過程が生じてくるのです。
　現代心理学「発達と支援 胎児期～幼児期」は、乳幼児期とい
う子どもたちが生涯発達の基盤づくりを達成する重要な時期の
発達のダイナミズムについて、その特徴や様相を検証、解説する
映像教材です。最先端の知見を実験や再現シーン、図表やグラフ
を用いて分かりやすく示し、児童期以降の人生に大きな影響を及
ぼす乳幼児の心理的発達に迫ります。

　幼児期の認知発達について知るうえでは、認知の仕組みの発達とその仕組みを使いこなす行動の発達とを分けて考える必
要があります。例えば記憶について考えてみますと、短期記憶や長期記憶といった基本的な構造、およびその機能については、
幼児期後期には、大人とほとんど変わらない状態になると考えられますが、一方で、それを使って実際にものを覚えようとすると、ま
だまだ大人のようにはうまくできません。きちんと覚えることができたのかどうか自分で把握することや、覚えるためにはどういうやり
方で取り組めばうまくいくのかなど、メタレベルの認知が十分機能していないためです。つまり、人間の認知的行動は、それを支え
る認知的機構の発達のみによるのではなく、それをうまく働かせる知識や技能の獲得が必要となるのです。このあたりのアンバラ
ンスが幼児期の行動を理解するうえで重要と考えられますし、行動観察をしていて面白く感じられるところでもあります。
　ここでは、表象、記憶、概念の発達などについて、このような観点から見ていきます。

幼児の認知発達と自己コントロール6

　幼児期は、母親、父親、きょうだいなどの家族関係を超えて、仲間関係や保育所・幼稚園などでの保育者との関係など、対人
関係が広がりを見せる時期です。その対人関係の中でコミュニケーションスキルが身に付き、様々な関わりや遊びの経験を重ね
ることで、社会の中で生きていくために必要な基本的な社会性や情動が発達していきます。さらに、親しい他者との関わりを通し
て、子どもは自分自身を見つめ、自己意識や自分の行動を統制するための能力が発達していきます。その際、子どもは社会的な
経験を一方的に受け止めるだけの存在ではなく、自分自身が社会的な経験をつくり出す担い手にもなっています。
　ここでは、幼児期の子どもが周囲の人と関係を広げていく様子に焦点を当てながら、他者との関わりが遊び、自己意識の発達
にどのようにつながっていくのかを見ていきます。また、自己統制能力が幼児期にどのように形成されていくのかについて、言語能
力や認知能力の発達とも連動させながら具体的に取り上げていきます。

幼児の社会性の発達と人間関係のひろがり7

　幼児期は、家庭や園、近隣などの場面のなかで様々な他者と出会い、認知面や社会面などの経験を広げていく時期といえ
ます。
　ここでは、そうした他者とのコミュニケーションを媒介する言語の発達を見ていきます。言語獲得の理論、言語発達過程、言語
の機能としてコミュニケーションと思考について概説するとともに、子どもが言語を獲得する際に、養育者をはじめとする周囲の他
者がどのような支援を提供するかについても触れます。さらに、幼児期の子どもを取り巻く他者が、子どもにどのようなコミュニケー
ション環境を提供しているか、また子どもはことばを媒介にしてそれぞれの生活場面にどのように参加し他者との相互行為を重ね
ながら、周囲の世界の理解と関係づくりをしていくかについて日常の具体的な事例を挙げ、そこから子どもの発達にことばの果た
す役割について考察します。

幼児の言語発達とコミュニケーションの深化8

　就学前保育施設（保育所・幼稚園）において、子どもは周囲の環境（人・物・場・空間）に主体的に関わりながら様々なことを学
んでいきます。その学びを通して子どもの発達を支援するために、保育者は日々子どもの姿を記録し、保育のねらい（目標）を設定
し、子どもの生活環境、遊び環境を構成します。そして、子どもの自己選択・自己決定の機会を十分に保障しながら、子どもの活動
を援助します。さらに、1日の保育が終了後、保育者は今日の子どもの姿や環境構成などについて振り返り、保育者同士が意見
交換をしながら明日の保育に向けて、計画を練ります。
　ここでは、ある保育所の保育の様子を通して、「子どもの主体的活動を保育者が援助するとは具体的にはどのようなことなの
か」について、“子どもが集中して遊べる環境”“保育者の願いが込められた環境”“人的環境としての保育者”“「遊びを援助する」
ということ”“保育におけるねらいと評価”、の5つの視点から紹介していきます。

乳幼児期の保育実践の原理と展開9

　一対一だと問題はないのですが、集団の場では目立ってしまう子、誰でもわかるようなことが理解できず保育の場で混乱してし
まう子、落ち着きがなく集中できない子、などの中に発達障害児が含まれる可能性があります。発達障害児は知的障害がないた
めに、集団生活でみられるような様々な不適応が、わがままとか、しつけが悪いとか受け取られることが多く、そのため問題が複雑
化する場合があります。また、落ち着きのなさやこだわりが、子どもが育ってくる中での発達の問題から出てくる行動であることを見
過ごしてしまうことがあります。初めて集団生活を過ごす、幼稚園や保育所は発達障害児の支援の入り口にあります。知的な遅
れはなくとも、その子どもが、周りの世界をどのように理解し、どのように感じ取っているのか、を知ることは支援の第一歩です。
　ここでは、乳幼児期の発達障害児の特性に合わせて、遊びや生活を通した支援はどのようになされるべきか、発達障害への
理解と適切な支援のあり方を考えていきます。

乳幼児期の発達障害とその支援10

　人間はどのように発達していくのでしょうか。発達を研究することは人の成長を知
ることであり、心を理解することです。特に、子どもの発達には人の成長の興味深い
特徴や面白さを見ることができます。子どもは、周囲の様々な支援のもとで発達を成
就し、真の自立と生きる力を獲得していきます。中でも、胎児期から乳幼児期までの発
達とその支援は、後の発達に大きな影響を及ぼすことから重要といえます。
　本作品は、生涯発達過程に於ける胎児期から幼児期までの発達の様相や特徴、
支援の原理やあり方について最新の知見に基づいて解説する映像教材です。

発達と支援 胎児期～幼児期 「育つ力」と「育てる力」の調和を求めて　　　　田島信元 （白百合女子大学教授）

●監修：田島信元 （白百合女子大学教授）
●時間：各巻 約30分
●価格：各巻 63,000円 （本体60,000円）

田島信元 （白百合女子大学） 600V051S 

川上清文 （聖心女子大学） 600V052S 

高井清子 （日本女子大学） 600V053S 

矢澤圭介 （立正大学） 600V054S 

大藪 泰 （早稲田大学） 600V055S 

宮下孝広 （白百合女子大学） 600V056S 

園田菜摘 （横浜国立大学） 600V057S 

上村佳世子 （文京学院大学） 600V058S 

髙橋貴志 （白百合女子大学） 600V059S 

秦野悦子 （白百合女子大学） 600V060S 
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DVD 全10巻

監修　田島信元 （白百合女子大学教授）

発達と支援
現 代 心 理 学

協力（敬称略・五十音順）

いるま保育園　　亀田総合病院　　杉並区立こども発達センター　　鈴木 真　　世尊院幼稚園　　茶々保育園
日本公文教育研究会乳幼児事業部　　ポピンズナーサリー早稲田　　矢内原ウィメンズクリニック
矢内原 巧（矢内原医院院長）　　早稲田大学発達心理学研究室
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